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燃料装置、 特に燃料パイプのクリップ部において、 取り付けの緩みや締め付けすぎがあると、 燃料

パイプから燃料漏れを引き起こすことがあります。

定期点検の際は、 燃料漏れを点検すると共に、 燃料パイプのクリップ部の取り付け状態も以下の

要領で点検をお願い致します。

■ 対象車両

コモンレール搭載車　全車

■ 燃料装置の点検整備時期及び点検整備要領について

・ 点検整備時期

日常点検 
（運行前）

新車時 事業用等 自家用等

1,000km 5,000km 1月ごと 3月ごと 12月ごと 6月ごと 12月ごと

- - ○ - ● ● - -

○ ・ ・ ・ 日野自動車で指定する点検時期
● ・ ・ ・ 法律で定められた点検時期

・ 点検整備要領

１）燃料タンク、 サプライポンプ、 フューエルパイプ、 フューエルホース、 インジェクター及び

フューエルフィルタなどから燃料漏れがないかを目視または手で触って点検する。

２） エンジンルーム内及びシャシ側のフューエルホース及びパイプに亀裂及び

損傷がないかを目視により点検する。

３）各ホース及びパイプ類のクリップの取り付けに緩みがないかを目視などにより点検する。

４）クリップのゴムなどの劣化によりホース及びパイプの固定に異常がないかを目視などに

より点検する。

燃料パイプ部の点検整備実施のお願い

ポイント

例）大型観光バス セレガ Ｅ１３Ｃパイプクリップ取り付け箇所

パイプクリップ



■ クリップ部の取り付け状態について

クリップ部の取り付け状態を点検する際は、 以下の点に留意し点検をおこなってください。
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クリップの取り付け状態 判定 処置

○

正常な取り付け状態

－

×

緩みがあり取り付け部に

隙間がある状態

締め付けすぎに注意して

締め付けてください

×

締め付けすぎでプレート

が変形し、 ゴムがはみ出

した状態

クリップを交換してください

×

クリップのゴム部分の亀裂・

摩耗 ・ 硬化等の劣化が認

められる状態

クリップを交換してください

隙間なし

隙間あり

緩み

変形

亀裂

摩耗
硬化


